
 

  １月１８日（金），山口凌河さん（日本ゴールボール代表選手）を講師に迎

え，「障害を知ることから始める共生」をテーマに，夜間部１～４次生を対象

に講演していただきました。中学３年生の時、野球部の主将として活躍してい

る最中，難病のために視力をほとんど失ってしまった山口さん。最初は障害を

受け入れられず，自暴自棄になった時期もあったそうです。しかし，友人の一

言をきっかけに立ち直り，現在，大学で社会福祉を学ぶとともに，ゴールボー

ル日本代表として東京パラリンピック出場目指して頑張っているとのことで

した。 

 山口さんの「友人の支えがあったからこそ今がある」，「いつも笑顔でいよ

う」，「自分の自慢できることを大切にして欲しい」等の言葉に，夜間部の生

徒たちは目を輝かせ熱心に聞き入っていました。講演後の生徒たちの感想文に

は「障害を持ちながら夢の実現を目指して頑張っている山口先生の姿に勇気を

いただきました」，「自分のできることをもっと頑張ろうと思いました」など

の言葉があり，自分の「夢」や「生き方」について深く考えることができたよ

うです。 

 山口凌河さん，貴重なお話をありがとうございました。今後ますますのご活

躍を夜間部一同お祈りしております。 


